
１５ページ、労働力人口の中で６５歳以上の方がどのぐらいの比率かというのを見たものです。グラフのほう

でその比率を示しております。平成２６年で６５歳以上の方が労働力人口、つまり１５歳以上人口の中で就業さ

れているか、あるいは失業されているか、その両方を合わせた方、その中で占める割合が１０.６％になってお

ります。これも年々増えております。

●高齢者の勤労意欲

それから、高齢の方々の就労希望が何歳ぐらいを念頭に置いているかという意識調査をしましたところ、具体

的に何歳までと答えていただく部分を選択していただいた方も少なくないんですけれども、働けるうちはいつま

でもと答えてくださった方が約３割ということで、大変多くなっております。それから、実際にも６０代以上の

方でも、男女別に見ますと男性のほうが多いんですけれども、いずれにしても多くの方々に就業をしていただい

ているというのが現状でございます。

＜労働力人口の推移＞

＜就労希望年齢＞ ＜高齢者の就業不就業状況＞
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それから、この１８ページ以降が社会参加活動関係の資料でございます。冒頭の審議官からの挨拶の中でも少

し触れさせていただきましたけれども、高齢者の方々がグループ活動に参加していらっしゃる状況、あるいは、

そのことについてどう感じているかということなどをお示しした資料です。今大体６０歳以上の方々の中では、

何らかのグループ活動に参加している方の割合というのは６割で、これも増加しております。

●社会参加活動の意識調査

＜高齢者のグループ活動への参加状況＞

それから、参加してよかったという方については、どういうふうによかったのかお聞きすると、友人を新し

く得ることができたとか、充実感ができた、健康や体力に自信がついたということを挙げてくださる方が多く

なっております。具体的にどういう団体に参加しているのかというのを見ますと、参加している団体で多いの

は町内会とか自治会なんですけれども、参加したいという団体については趣味のサークルですとか、健康・ス

ポーツ関係のものを挙げてくださる方が多くなっております。その参加するに当たっての重視するポイントは、

活動内容が自分の関心に合っていること、まずそこがポイントで、あと都合のよい時間が選べることとか、費

用がかからないことなどを挙げる方が多いです。

＜高齢者のグループ活動参加による効果＞ ＜参加したい団体と参加している団体＞

世代間交流の話もいろいろ先ほど来のお話の中で出ていましたけれども、若い方との交流をしていきたいと

思っていらっしゃる高齢者の方、６割と多いです。この割合も平成１５年、１０年前と比べると多くなってお

ります。
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＜社会参加活動で重視すること＞ ＜若い世代との交流の機会の参加意向＞

＜生活を充実させて楽しむことを重視する人の割合＞

ちょっとだけ飛ばして、２４ページ、生きがいを感じているかどうかというのをお聞きした部分では、十分感じてい

る、あるいは多少感じているという方々が大体７割と多くなっています。もう少し細かく見ますと、近所づき合いの程

度別で生きがいを感じているかどうかを見ますと、近所づき合い、非常に親しくご近所とつき合っているという方ほど、

生きがいがあると思っていらっしゃる方が多い。それから、外出の頻度別に見ましても、ほとんど毎日外出しますよと

いう方ほど、生きがいを感じていらっしゃる割合が高いという結果になっております。それから、いろいろな調査で見

ますと、やっぱり高齢者の方々の御不安で一番大きいのは、大体健康や病気のこととか、寝たきりになってしまうので

はないかというご不安の部分が非常に多いというデータが出ておりますので、健康の維持に向けた対策というのも、当

然こういった色々な活動の前提として必要だと思っております。

●高齢者の生きがいと不安

＜生きがいの程度＞ ＜どの程度生きがい（喜びや楽しみ）を感じているか＞
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＜将来の日常生活への不安＞

それから、白書とは別なんですけれども、毎年私ども内閣府でやっているものとして、年齢にとらわれずに生

き生きとした生活を送ってくださっている、それをエイジレス・ライフ実践者と言っているんですけれども、そ

のエイジレス・ライフ実践者と、それから団体の方々で、地域におきまして積極的に社会参加活動をしてくだ

さっている団体、こういう団体、それから個人の方々を毎年表章させていただいております。

昨年度表章させていただいた事例から、今回、資料に６つほど引用させていただきました。一個一個御紹介す

る時間がなくて恐縮ですけれども、この中にも高齢者の方と、若い、例えば子育てをしている方々との交流とか、

お互いの支援をしている地域での事例がたくさんあるということの御紹介でもありますが、是非こういうものを

また御参考にしていただければと思います。

また午後、パネルディスカッションを３つに分けさせていただきます。

これまでも皆さん、色々御支援いただいている方々ばかりだとは思いますけれども、皆様方の御活躍、それか

ら御健康をお祈りいたしまして、簡単でございますが説明とさせていただきます。

どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。

●エイジレス・ライフ― 本年の事例から

＜平成27年度高齢白書における事例紹介＞ ＜エイジレスライフ実践事例及び社会参加活動事例の紹介＞
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＜平成26年度 社会参加活動事例（抜粋）＞

＜平成26年度 社会参加活動事例（抜粋）＞
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